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2022 年５月 12日 

各 位 

会 社 名  株 式 会 社  エ ス ・ サ イ エ ン ス 

代 表 者 名  代表取締役会長    品 田  守 敏 

(コード番号：５７２１  東証スタンダード市場) 

問 合 せ 先  常 務 取 締 役  甲 佐  邦 彦 

(TEL. 03 － 3573 － 3721) 

 

2022 年３月期 通期業績予想数値と実績値との差異に関するお知らせ 

  

 当社は、以下のとおり、2021 年年 11 月 13 日に公表した 2022 年３月期通期の業績予想における予想値と 

本日公表の決算において差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

 

記 

 

2022 年３月期 通期業績予想数値の修正（2021 年４月１日～2022 年３月 31 日） 

（単位：百万円）  

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

 (2022年 11 月 13 日発表) 
１,１００ △２００ △１９０ △１９８ △１.９７円 

今 回 業 績 （ Ｂ ） １,１５５ △２５９ △２３０ △３２９ △２.７４円 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） ５５ △５９ △４０ △１３１ ― 

増  減  率 （  ％  ） ５.０ ― ― ― ― 

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（2021 年３月期）個別 
１,０８１ △２３９ △１７２ △２６９ △２.６８円 

 

 

差異の理由（2022 年３月期） 

当期は、売上高につきましては、ニッケル事業では、電池関係の需要が伸び、ニッケル塩類の販 

売量が予想を上回ったことや、ＬＭＥ価格の上昇により、販売価格が予想価格を大きく上回ったこ 

  とから予想していた売上高を大きく上回りましたが、１００％子会社のなごみ設計の売上がコロナ 

  感染による緊急事態宣言、まん延防止措置等が継続し大規模修繕工事等の延期を余儀なくされたこ 
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となどから予想を下回り、全社の売上は、ほぼ前回予想通りになりました。 

 営業利益は、休業に伴うスーパーマーケットの事業経費や租税公課等の経費がかさみ、前回予想を下 

回りました。 

 受取利息等７百万円、有価証券売却益９百万円等３１百万円を営業外収益に計上しましたが、営業損 

失の影響で経常利益は前回予想を下回りました。スーパーマーケット関連事業の減損損失９２百万円を 

特別損失に計上したため、当期純利益は前回予想を下回りました。 

 

 

 

  以 上 


